
空家等実態調査業務 アンケート結果について 
【調査概要】 

調査対象の 

抽  出 

報告書 P.1＜5 現地

調査＞の条件により、

457 件の建物を調査対

象とした。 

  

【アンケート調査票の回収状況】 

アンケート

発送 

（199 件） 

回収 109 件 

宛先不明 8 件 

返信なし 82 件 

回収率 54.80％

 
【結果概要】 

・空き家になっている理由としては、「相続により取得したが入居していない」

との回答が 39.6％と最も多く、次いで「別の住宅に転居したため」が 27.5％、

「貸していた人が転居又は亡くなったため」が 13.2％と続いた。 

・対象建物の現状としては、「掃除をすればすぐに活用可能である」「多少の修

繕は必要だが活用可能である」が合わせて 52.2％を占めた。 

・対象建物の維持管理については、「自分もしくは家族」「親族」が合わせて

79.3％を占めた一方で、12.0％が「誰も管理をしていない」と回答した。 

・今後の活用については、何らかの形で手放したいと考えている人が 73.3％

に上った。 

・自由意見の大まかな内容は次のとおり 

「相談窓口を教えてほしい」 

「市に寄付したい（売りたい）」 

「工事や利活用ができるように道路を拡げてほしい」 

「市に解体費等の補助を出してほしい」 

「隣近所との調整のため市にも協力してほしい」 

 

空家所有者への 

意向調査 

205 件について、発送

先の精査を行い、199

件（宛先 168 名）に発

送した。 

抽出した家の 

現地調査 

現地調査の調査項目

に基づいて判定した

結果、205 件の建物を

空き家と判断した。 

うち 

市が把握 

している空家

（50 件） 

回収 13 件 

宛先不明 3 件 

返信なし 34 件 

回収率 26.00％

資料１ 


